
授業科目
全科共通科目基礎教養

【担当教員名】 対象学年 １ 対象学科 理学・作業・言語・義肢・臨床・視機・健栄・スポ・社会・看護・情報

佐々木　彩乃
開講時期 後期 必修選択 必修

単位数 １ 時間数 30

【ディプロマポリシーとの関連性】

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

◎ ○ ◎ ○ ◎

【一般目標：GIO】

英語のテキストを読むだけでなく、様々な言語活動を通じて基礎的英語力を多角的に補強し、実践的なコミュニケーション能力を育

成する。テキストは健康に関する話題を取り扱う。種々の演習や言語活動を通して、情報を読み取る読解力、基本的な語彙の習得、

話す・聞くの基本的な運用能力、英語使用に対する忌避感の払拭等を考慮して学習する。また、学習を通して、自らの QOL に対する

関心を高めることも目的とする。

【行動目標：SBO】

１．QOL 関連の内容が書かれた文章の概要を、辞書を参照しながら自分の言葉で述べることができる。

２．QOL 関連の事柄を、辞書参照や他のストラテジーを駆使しながら、英語の基本語順で表現することが出来る。

３．学習した内容を自らの専門分野での学習に役立てようとする意欲を持つ。

４．自らの QOL を高めることに関心を持つ。

回
数

授業計画・学習の主題
SBO
番号

学習方法・学習課題
備考・担当教員

１ Unit 5 Daily Routine 1.2.3.4 講義と演習

２ Unit 5 Daily Routine 1.2.3.4 講義と演習

３ Reading 5 1.2.3.4 講義と演習

４ Unit 6 Hospital Objects 1.2.3.4 講義と演習

５ Unit 6 Hospital Objects 1.2.3.4 講義と演習

６ Reading 6 1.2.3.4 講義と演習

７ Unit 7 Location of Objects 1.2.3.4 講義と演習

８ Unit 7 Location of Objects 1.2.3.4 講義と演習

９ Reading 7 1.2.3.4 講義と演習

10 Reading 7 1.2.3.4 講義と演習

11 Unit 8 Hospital Directions and Instructions 1.2.3.4 講義と演習

12 Unit 8 Hospital Directions and Instructions 1.2.3.4 講義と演習

13 Reading 8 1.2.3.4 講義と演習

14 Reading 8 1.2.3.4 講義と演習

15 まとめ 1.2.3.4 講義と演習

【使用図書】 ＜書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ ＜発行年・価格 他＞

教科書
（必ず購入する書籍）

Vital Signs ホスピタルイングリッ
シュ

Vivian Morooka、Terri Sugiura 南雲堂 2009・2,000 円＋税

参考書

その他の資料

【評価方法】

授業内テスト、出席状況、課題等による。

【履修上の留意点】

授業には必ず和英・英和辞書を持ってくること。

英語 II（水曜２限 SW）


